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現状：最強チーム構成とプロジェクト線表
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分散協調型プラットホームから⾒た
プロジェクトのポイント

■  本プロジェクトの最強チーム群がデータを提
供し、または利⽤できるシステム。 

–  ただし、全チームの全ての全ニーズを
満たすというわけではない。

■  国内外の学術研究機関で本プロジェクトの成
果が利活⽤できるシステム。 

–  各チームや他のアカデミアがデータを
（DLして）利⽤できる環境。 

■  電⼒関係事業者が将来のシステムのプロトタ
イプとして魅⼒を感じるプラットフォーム 

–  そのまま電⼒需要管理システムとして
利⽤できるレベルまでは不要。 

■  ⼀般市⺠（個⼈）がプロジェクトの意義を理
解できるプラットフォーム 

–  スマホアプリなどが有効 

■  プロジェクト後に（システムを移植するなど
して）継続できること。 

–  ただし予算措置などがあるという前提。 



2018年9⽉18⽇CREST全体会議にて

•  ⽇射量データ（JAXA⽵中さん）と電⼒需要計算（阪⼤⼭⼝さん）の融合可視化 
•  時刻や視点位置（緯度経度）が連動して表⽰される

2018年9月18日CREST全体会議にて	

電⼒需要計算（⼭⼝さん）⽇射量データ（⽵中さん）



プラットフォームシステム（東海⼤・⼭本先⽣の図を引⽤）



協調分散型EMSプラットフォーム案
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各ブラウザ（インスタ
ンス）上の表⽰データ
の時刻・位置を管理

時空間制御⽤Webアプリ 
（STARS control panel)

時空間可視化アプリ 
（ex. Amaterass Web）

時空間可視化アプリ 
（ex. 需要データWeb）

時空間可視化アプリ 
（ex. ⾏動データWeb）

時空間移動情報 時空間移動情報 時空間移動情報

STARS controllerの基本機能 
STARS：Spatially and Temporally Acquired Records Synchronizer 	



現状と計画：太陽放射リアルタイム可視化

•  リアルタイム可視化（国内エリアのみ）  
•  千葉⼤（http://veda02.cr.chiba-u.ac.jp/amaterass/）←実運⽤（研究者向け） 
•  NICTサーバ（http://amaterass.nict.go.jp）←開発⽤（⼀般向け） 



雪⾬霙（ゆきあめみぞれ）判定

9

ウェザーニューズ社によるユーザ分析結果
2018年1⽉22⽇

ひまわりリアルタイム
Web（地域版）による雪⾬
霙判定マップ（気温・湿度
から作成）



現状と計画：需要可視化（⾏動モデル・電⼒需要モデル）

•  ⾏動モデル・電⼒需要モデルデータ可視化（⽇時依存・時刻依存） 

町丁目単位での平日18時の家事確率（世帯ごと）	

平日18時（2016年8月6日）の電力需要（世帯ごと）	



現状と計画：発電・送電モデル化ツール

•  各発電所をドラッグアンドドロップで配置し、発電所管を結ぶ配電網を
作成するWebアプリ 
•  計画 林チームのニーズに合わせたカスタマイズ



現状と計画：プロジェクト研究者間データ共有Web

•  ひまわり衛星データ⽤にNICTサイエンスクラウド上で構築 
•  計画 分散協調型EMSプロジェクトデータ⽤にカスタマイズ 
•  計画 NICTの⾼速データ通信ツール活⽤により⼤規模データDL⾼速化



現状と計画：スマートフォンアプリケーション

•  実績 ひまわりリアルタイムスマホアプリを作成・公開 
•  計画 Amaterassアプリを作成・公開

ひまわりリアルタイム
スマホアプリ

本⽇の予測発電量 ●●W（●●円） 
これまでの発電量 ●●W 
昨⽇の発電量   ●●W （●●円） 

東京都⼩⾦井市貫井北町4-2-1



プラットフォーム計画
■  需要データ作成リアルタイム化（阪⼤Tによる） 

■  太陽放射（供給）と電量消費（需要）の⽐較可視化 
–  時間・位置情報の連動GIS 
–  オーバーレイ可視化（収⽀のGIS可視化） 

■  統合データ可視化環境整備 
–  千葉⼤学のTDW（⼤画⾯ディスプレー）活⽤：イベント等
の開催

■  地域需給シミュレータデザイン⽤Web（林チーム） 

■  研究者（および事業者）向けデータ共有（およびデータ提供）
Webアプリ 

■  ⼀般利⽤者（個⼈）向け個⼈宅発電量アプリ 
–  スマホアプリ「今⽇の発電量と売電価格」 



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  ⻄⽇本全域の⼈⼝数（市町村ごと） 
•  ⼤都市ほど⼈⼝数が多い傾向にあるが、想像ほどの偏りはない？



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  ⻄⽇本全域の世帯当たりの⼈数（市町村ごと） 
•  都⼼型と過疎型が同じ傾向（世帯⼈数少ない）を⽰している？



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  関⻄中⼼地域の世帯当たりの⼈数（市町村ごと） 
•  三都は（確かに）世帯⼈数が低い。



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  京都市の世帯当たりの⼈数（町丁⽬ごと） 
•  市内が⼀様に世帯⼈数が低いわけではない（複雑で分析は難しそう）



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  関東全域の平⽇18時の世帯ごとの家事確率（東京全域） 
•  都⼼に向かうほど確率が低い（都市型⽣活パターン）



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  東京全域の平⽇18時の世帯ごとの家事確率 
•  都⼼に向かうほど確率が低い（都市型⽣活パターン）



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  平⽇1時、7時、12時、18時の世帯ごとの家事確率（関東全域・市区町村単位） 
•  都市型⽣活パターンが⾒える時間帯がある（朝⾷時、⼣⾷時）



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  関東全域の平⽇10時の世帯ごと
の家事確率（町丁⽬分類） 

•  都心に近い方が家事確率が低い	
•  荒川東岸（ゼロメートル地帯？）の家事確率が高い	
•  中央線沿いや京王線沿いの家事確率が低い	
•  世帯平均人数とよい一致をしている	

京王線 

中央線 



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  東京全域の平⽇10時の世帯ごとの家事確率と平均世帯⼈数（町丁⽬分類） 
•  傾向が⼀致している 

平⽇10時の世帯ごとの家事確率 

平均世帯⼈数 

京王線 

中央線 



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  都⼼近郊の平⽇12時と18時の世帯ごとの家事確率の⽐較（町丁⽬単位） 
•  中央線の傾向は平⽇12時には⾒えないが18時には⾒える 
•  パートタイム型勤務傾向が⾒えている？（中央線沿線以外の世帯で

は、昼間は勤めに出ているが18時には家事をしている⼈が多い）



需要データ（⾏動モデル）
分析事例
•  テレビゲーム、スポーツ、家事、育児、睡

眠の確率分布（平⽇18時：東京多摩地区） 
•  ⾏動パターンが地域や時間に依存する

場合としない場合がある



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  札幌市内（東側）の平⽇8時、12時、
23時の世帯ごとの家事確率の⽐較 
•  ⽩⽯区、厚別区、豊平区で明ら

かな傾向の違い（8時と12時）
→⽩⽯区が他の2区に対して都
市型⽣活圏 

•  ⽩⽯区と厚別区は平成元年に分
離（厚別川をはさんで東⻄） 

•  ⽩⽯区と豊平区の境界には地理
的要因はない→しかし⽣活モデ
ルがかなり違う



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  愛媛県（中予）の家事
確率時間分布（平⽇
16時〜23時） 
•  地⽅都市において

は都市域と周辺で
⼤きな傾向の違い
が⾒えない 



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  愛媛県（中予）の世帯⼈数分布（町丁⽬単位） 
•  都市型と過疎型が両⽅とも⾒える 



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  愛媛県（中予）の⼈⼝分布（町丁⽬単位） 
•  松⼭市に近づくほど⼈⼝数は増えるが、市内では逆に減少する。 
•  前述の⻄⽇本全域の例を想起させる結果。 



需要データ（⾏動モデル）分析事例

•  愛媛県松⼭市の平⽇12時と18時の家事確率（町丁⽬単位） 
•  都市型ではあるが東京ほどのパートタイム型勤務傾向は⾒えない（18

時だけではなく12時にも市内の⽅が減少する傾向が⾒える。） 


